
（別紙３）

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） 9 （回答者数）
8

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
取り組みがマンネリ化しないように、新しい活動や教材を試

してみる。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
少人数（２～３人）での活動を行えるように体制を整えてい

く。

2

3

完全マンツーマンで、個室で集中しやすい環境。 お子さま１人１人に合わせた内容で療育をする。

個別療育の為、保護者のニーズに寄り添ったきめ細かい支援が

行える。

モチベーションの維持を図るために、興味のあるものや工作等

取り入れている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別療育の為、コミュニケーション面に課題があるお子さまが

他児との関わりを持つことが難しい。

令和７年　２月　４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもの森

○保護者評価実施期間
令和７年　2月　4日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


